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４姥

２厩

解 説

。愁 欝 ４.８％（溶液の重さは溶媒の重さと溶質の重さの合計です。したがって， ×１００）となります
１００＋５

５

②の水溶液１３５ｇ（１２５＋１０）に１０ｇの物質Ｘがとけているので，②の水溶液５０ｇには３.７ｇ蔚

×５０）の物質Ｘがとけています。（
１３５
１０

ろ紙に残った物質Ｘが２ｇなので，１７５ｇの水にとけている物質Ｘは２８ｇ（３０－２）です。したがって，鰻

２００ｇの水に過不足なくとける物質Ｘは３２ｇ ×２００）となり，とけ残っているのは８ｇ（４０－（
１７５
２８

３２）となります。

１５０ｇの水に過不足なくとける物質Ｘは２４ｇ ×１５０）となり，物質Ｘを２０ｇとかしているの姥 （
１７５
２８

で，あと４ｇ（２４－２０）とけることになります。

物質Ｘの溶解度は１６ｇ ×１００）となります。厩 （
１７５
２８

浦 ６０％（グラフ１）より物質Ｙは８０℃で１５０ｇとけます。したがって，飽和水溶液の濃度は

×１００）になります。（
１００＋１５０

１５０

８０℃，１２５ｇの飽和水溶液に含まれている物質Ｙは７５ｇ ×１２５）になります。瓜 （
２５０
１５０

より８０℃，１２５ｇの飽和水溶液には物質Ｙが７５ｇと水５０ｇ（１２５－７５）が含まれています。温閏 瓜

度を下げると４０ｇの物質Ｙが出てきているので，５０ｇの水にとける物質Ｙは３５ｇ（７５－４０）とわかり

ます。したがって，この温度のときの溶解度は７０ｇ（３５× ）となるので （グラフ１）より５０℃と，
５０

１００

わかります。

［実験１］と［実験３］の結果より，振幅やおもりの重さを変えても振り子の１０往復の時間は変わらないの拾 姥

で ［実験２］の（表）より，糸の長さが４００cmのときの振り子の１０往復の時間は４０秒とわかります。し，

たがって，振り子が１往復する時間は４秒（４０÷１０）となります。

（図５）の振り子が１往復する間に，糸の長さが２２５cmから２５cmに変わります。したがって，手を離した厩

位置に戻るまでの時間は２秒（３÷ ＋１÷ ）×２となります。
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